
日 曜日

1 金 交通当番（石田様・こりす組）

2 土 こぐま組サロン・宮原地区防災を考える集い

3 日

4 月 集会

5 火 星リズム

6 水 体操教室    月リズム

7 木 花リズム

8 金 月組動物園

9 土 月組サロン

10 日

11 月 集会　交通当番（保育所）

12 火 絵本会（幼児クラス）安全点検

　 　 　　　 　 13 水 体操教室　身体測定　月リズム

　
　 　 　 　 　 14 木 花リズム

　 　 　 15 金 お餅つき　午後…正圓寺にて和太鼓演奏（年長児）13時～

　 　 　 16 土

　
　 　 　 　 17 日

　 　 　　　 　 18 月 集会　

 　 　 19 火 星リズム　　避難訓練（１６時～）

　 　 20 水 呉宮原高校より実習生来所

　 　 21 木 花リズム

22 金 クリスマス会　お楽しみ会食　交通当番（保育所）

23 土

24 日

25 月 集会　　安全点検

26 火

27 水

28 木

29 金 お休み

30 土 お休み

31 日 お休み　大晦日
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社会福祉法人徹信会 後藤保育所　２１－７２９２　　　園 だ よ り １2月
音楽への苦手意識が半端なかった私がピアノの先生と出会ってから15年以上。先生が作曲された歌を頂いてから数年。ようやく私にも心と歌が重なって響

く日が訪れました。いったい何年かかったんだろう？と思いながら、「音楽」への「苦手意識」が、「上手、下手、出来る、出来ない」という「教育」の中
で生まれてしまったことを苦くも振り返っています。だからこそ、歌も絵画も表現活動に対する評価や言葉かけは慎重でありたいと思ったりします。

さて、私がようやく、雪解けのように出会った素敵なこの曲をいつか子どもたちに届けたいと思うようになってきたある日、「よし！」と思える日がつい
にやってきました。きっかっけは子どもたちの精一杯の姿に出会ったから。大人が思っている以上に子どもたちはとても繊細でそれでいて逞しく優しい。安
心してあるがままの「自分」をぶつけてくる子どもたちを見ながら、だからこそ、ふとこの歌を届けたい、きっと届くと感じたのかもしれません。

この曲の題名は「語らい」と名付けられています。今では、私にとって、弾くたびに大好きだった亡き恩師の姿が浮かんでくる大切な歌になっています。
育児や保育、事あるごとに話を聴いてもらっていた恩師。「子どもをのびのび育てようと思えば思う程、それは窮屈な育児につながる」と手紙に添えてくだ
さった言葉は、私の大事な教訓にもなっています。そして子育てを通し悩み考えたことは、今思えば、その一つひとつが、価値観の「問い直し」でもあった
なぁと感じます。たくさんの喜怒哀楽を体験し、素の自分と向き合い、その度にそれらの出来事を通したくさんの人と出会い、見える世界は広がっていった
ように思うのです。

さてその日…年長児に「花さき山」の絵本を読み語りその後ピアノを弾き始めました。私はピアノに向かっているので表情は見えないのですが、し～んと
した空気はひしひしと伝わってきました。その空気感に緊張しやはり…失敗してしまったのですが、もう一度と心を込めて弾き続けました。子どもたちは何
も言わず耳を傾けてくれています。弾き終えると一斉に拍手。そしてすぐさま「もう一回」とリクエスト。もう1曲弾くと、また「もう1回」の声…拙いピア
ノだけれど心込めて弾いた「語らい」が子どもたちに届いたことを本当に嬉しく思いました。

元気な楽しい歌やテンポよい曲は溢れ、いろんなところから流れてきます。もちろん子どもたちも大好きだけれど、心情に切なく届く音楽もそして絵本も
どちらも大事なのではないか？そう思えてきます。子どもたちの感性は柔らかく、いろいろな感情の芽生えと共に開かれていきます。子どもには、知識とし
ての「太陽」ではなく「お日様」を感じて育ってほしい。知識は後からでも補える。乳幼児期に育まれた感性は一生ものだと感じます。

子どもの声に耳を傾けてみると聴こえる声があります。聴こえる歌があります。子どもの小さなつぶやきを大事にした時、私たちは大切なことを子どもた
ちから学びます。もっと謙虚に、注意深く子ども側に立って、子どもの内面にある思いを大事に思える大人になりたいと思います。

1年の締めくくりの12月。忘年ではなく望年。園庭で駆け回る子どもたちを見ながら、平和を祈り希望に変えてつなげていけるようにと手を合わせます。

～お願い～

• 嘔吐があった時は、感染防止対策により、吐しゃ物が付いた服
や持ち物はそのままビニール袋に入れ、屋外で保管します。ご
家庭で塩素系の洗剤を使用してお洗濯ください。

• やむを得ず薬を持参される場合には、必ず職員と一緒に確認の
上、手渡しください。薬を持参される方が増える時期です。か
ばんや連絡袋に入ったままの時には、確認のため緊急連絡先に
お電話させていただきます。

• マスクを着用して登園される場合は、外した時に入れる袋をご
持参ください。マスク、袋共に必ず記名してください。毎日の
持ち帰りの確認もお願いします。

• お迎えに来られた時間帯が自由遊びの時間帯であっても、大事
な「保育中」であることにご配慮ください。またお迎え後はお
子さんから目を離されませんようにお願いします。

愉快なサンタさんがやってきます。
おやつのケーキに飾りつけをします。
※幼児クラス…エプロンと三角巾を持参ください。

遠足で動物園に行った月組さ
ん。
廃材を使って「月組動物園」
を作り、保育所のみんなを招
待してくれます。
月組サロンでは、月組の保護
者さんもご招待。友だちと一
緒に工夫して作った動物園、
どうぞお楽しみに！

正圓寺さんの報恩講法座の前に和太鼓を演奏さ

せていただきます。どなたでもおいでいただけ

ます。写真撮影は可能です。

～お知らせ～

• 今年最後の登園日に着替え等を持ち帰ります。

• 年末年始の保育は出席児が少ない場合、土曜保育同様に、異年齢保育となり、

担任以外の保育者が担当し保育室が変わることがあります。

• 12月の給食費・諸費は1月4日に引き落とし（口座振替）となりますのでよろし

くお願いします。

• 国のガイドラインにより誤嚥窒息につながる食材としてお餅が記されています。

保育所では、伝統行事を大切に継承し、杵と臼でお餅をつき「鏡もち」をつく

りお供えします。子どもたちは、蒸したおこわを頂きます。

全園児…エプロン・三角巾を持参ください。

• 年中児の午睡は12月で終了します。

• 宮原地区のとんど祭りは当面休止となっています。

• 年末年始のお休み中もコドモン・電話連絡共に可能です。

～登降園打刻・出欠連絡等について～

• 登降園打刻が出来ない時に備えていた「クラス毎のファイル」は11月で終了し、
必要な時に記入頂く形式へと移行します。タブレット横にファイルを置いてお
きますので、打刻が出来ない時に使用ください。

• 打刻を忘れた場合には、コドモンの「連絡」機能をお使いください。「連絡」
ページの上にある「お迎え」または「その他」のページに切り替えご記入くだ
さい。欠席、遅刻、早退等連絡や、お迎え時間の変更等にもご活用ください。

• 保育所からの一斉連絡は、メールにも届くように設定していますが、コドモン
のアプリを開いて確認いただかないと、保育所には、「既読」のお知らせが届
きません。必ず「コドモン」のアプリを開き、右上に付いている○印が消えて
いることをご確認ください。既読が付いていない方には、保育所から再度お知
らせを送らせていただきます。

～ 1月の行事予定 ～

10日（水）…獅子舞
11日（木）…初炉式（幼児クラス）
13日（土）…卒園焼き物制作（年長児とその保護者さん）
27日（土）…星組サロン・花組サロン

～ 2月のなかよし発表会について ～

対象を幼児クラスとしました。3歳未満児クラスのお子さんにとっ
て、舞台上で、普段の楽しく遊ぶ姿を見ていただくことは難しく、
子どもにとっての望ましい在り方を話し合いました。
こぐま組は普段のごっこ遊びの様子をビデオに収め、録画配信を検
討中です。こりす組・ひよこ組は保育サロンにて、表現遊びにつな
がる遊びをご覧いただきたいと思っています。発表会については次
号にてお知らせします。


